第７０３号　ヤスクニ通信 ２０１３年８月１１日

日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉

　それから終末となって、その時に、キリストはすべての君たち、すべての権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父なる神に渡されるのである。 
コリント人への第一の手紙15章24節（口語訳）
  ヤスクニ闘争のため、ではなく福音のためにこそ説き明かす。12-34節。死人の復活はあり、わたしたちの宣教も信仰も決してむなしくはない。なぜなら、キリストは死人の中からよみがえったからだ。それは初穂であり、わたしたちもまたキリストに率いられて死人の中からやがて終わりの日によみがえるのだし、それだけではなく、洗礼の日から現に新たによみがえりつづけているからだ。
  終末の時に、キリストは国を御父に引き渡す。それまでは、キリストは王として支配を続け、あらゆる敵をご自分の足もとに置くための闘争をし続ける。わたしたちキリストの教会とキリスト者らは、主であり王であるキリストのご支配に服従しながら、その闘争に参与するようにと求められ、命じられている。主のご委託があり、ご命令があり、そのご命令とご委託にこそ照らして、わたしたちはすべきことをなし、すべきではないことをしない。これが、キリストの教会とわたしたち自身の基本の弁えである。
  ではなぜ、わたしたちは度々、口癖のように「虚しい虚しい」「惨めだ惨めだ」「右肩下がりで、ジリ貧で、あまりに心細い」などとつぶやき続けているのだろうか。奇妙なことだ。なぜ、高ぶったり卑屈にいじけたり、誰かを持ち上げたり別の誰かを引き下げたりしつづけているのだろうか。ずっと不思議に思っていた。なぜ、「暗い暗い、真っ暗闇だ」などと閉塞感に悩んだりするのだろうか。なぜ、「数字や統計の問題ではない。そんなことを言っているのではない」などとうそぶきながら、数字や統計にばかり一喜一憂し続けるのだろうか。奇妙なことだ。
　「死人の復活などない」(12節)と言っているのは、実は、異教徒ではなく無神論者たちでもなく、わたしたちの中にいる兄弟たちだった。いいや、むしろわたしたち自身なのかも知れない。死人の復活も、その初穂であるはずのキリストの復活も信じられず、宣教も自らの信仰をも虚しくさせ、神に背く偽証人となり果てているのは、このわたしたち自身かも知れない。わたしたちはもしかしたら今なお罪の真っ只中にあり、そこからほんの一歩も離れ出ようとしていないのか。もし、わたしたちがこの世の生活でだけ、この世の物質的繁栄や栄華や順風満帆さにおいてだけキリストにほどほどに望みを抱き、他のさまざまな手段にもそこそこに望みを置いているならば、それならわたしたちは、すべての人の中で最も哀れむべき存在となる(19節参照)。反キリストの権威と権力と敵対者は、他でもないこのわたし自身の魂に棲んでいたのでは。なんということか。
  「信仰の従順に至るように」(ローマ人への手紙1章5節,16章26節)と命じられていた。主からのご命令とご委託へと大急ぎで立ち返ろう。なぜなら、キリストは初穂としてよみがえったからだ。古い罪の自分と死に別れさせていただこう。今日こそ、新しい命に生きはじめるために。
〈祈り〉主よ、あなたへの信頼と従順とを私共にもお与えください。どうぞ、ぜひ。

金田聖治　(鎌倉栄光教会牧師，東京中会靖国神社問題特別委員会委員)
ヤスクニ問題とわたし

福地美枝子（沖縄伝道所委員）
わたしの父は、これまで沖縄戦についてほとんど話したことがありません。父の弟が防衛隊で沖縄の南部で戦死したことを祖母から聞いただけで、父は一言も話しておりません。それはどうしてなのか…、ずっと考えております。
読谷村にはチビチリガマとシムクガマがあるのですが、チビチリガマに121人以上の集団強制死があったのですが、シムクガマには一人も死者はおりません。天皇と日本の軍隊は、米軍に尊大な出血消耗をさせて「天皇の国日本本土」を確保するために無謀な沖縄戦に突入したのです。沖縄の人たちは皇民化教育を受け「“鬼畜米兵”から殺されることが日本人として恥であり、天皇のために死ぬことが最も尊いこと」と日本軍から命じられて、自らを互いに殺戮したのです。これまで日本から差別を受けていた沖縄の人たちは、日本人以上に天皇に忠実な民であるという証しを立てようとしたのでしょう。ところがシムクガマにはハワイ帰りの人がいて、アメリカ人のことをよく知っていて「米兵はそんな悪いことはしない。大丈夫だからガマから出よう」と民衆に勧めて、先頭に立って白旗を持ってガマから出て全員が助かったのです。
わたしは日本国家の教育の恐ろしさを身にしみて感じております。わたしの祖父と祖母が崇高な思いで天皇を崇めているということがひしひしと身に感じたのは、今の天皇の結婚式が行われた時、販売されていた美智子さんの記念写真を大事そうに飾っていたことからです。それは私の家族だけでなく、ほとんどの沖縄の人たちが天皇家に対して崇高な尊敬の思いを持っていたのではないかと思います。
　復帰前の小学校5年生の時、小学校で手旗の国旗を売っておりました。注文で買う人が多くいましたが、わたしの家は買いませんでした。正月になると各家々の門に国旗が立っていたことが印象的でした。また学校では共通語（日本語）で話すことを勧めて、ウチナーグチ（沖縄語）を話してはならないという指導がありました。私は無口であまりウチナーグチを使わなかったので、励行賞をもらったことがあります。でもほとんどの同級生は、ウチナーグチを普通に使っておりました。その頃からでしょうか、祖父母も孫の私たちに向かってカタコトの日本語を使うように努力している姿が見えました。当時は、日本語で話す人は上品な人だという感覚があったのです。これらは皇民化教育の流れに沿っていたものだと、今は思っております。
わたし自身、幼い時から沖縄戦や読谷や石川の米兵の事件や事故を聞いて育っているのですが、自分の親と叔母が基地で働いていたりしていたこともあって、基地に囲まれていることが当たり前のように、それが異常だとは気がつかないままに過ごしておりました。高校３年生の時、Ｂ52が墜落して米軍への恐怖心を持ちましたが、どうしようもない運命だという思いと、抵抗してもどうにもならないという諦めのようなものがあって、基地問題に麻痺させられているという感覚がこれまでありました。
けれども御言葉と教理の学びを通して目覚めさせられ、そこからヤスクニの問題や天皇制の問題の集会に参加して「天皇と沖縄問題」や「天皇メッセージと沖縄の基地問題」や「天皇と安保問題」のことを知らされて、それがすごい驚きとなって心に突き刺さっております。これからも沖縄の歴史と基地問題をよく学んで、キリスト者として御言葉を通してどう歩んで行くべきかを考えたいと思っております。
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問い  日付に元号を求められます。どうして二つの日付があるのですか。
答え  かつては中国、韓国、ヴェトナムなどでも元号が使われていまし 

た。しかし今日世界共通で用いられているのは西暦です。

問い  西暦と元号について説明してください。

答え　西暦はイエス・キリストの誕生を基準に６世紀、ローマ教皇ヨハネス1世の時ディオニシウスによって考えられました。使用されているうちに今日では宗教に関係なく世界共通の基準となりました。かつて元号は皇帝の支配を示したり、支配者の安定のため、吉兆の機会に迷信によって改元したりしました。

問い　日本は何故元号を用いるのですか。

答え　元号法という法律が1997年に制定されました。天皇の支配を示そうとする意図で作り出されたものです。日本キリスト教会は反対声明を出しましたが、国会で採決されてしまいました。ただし「元号法は、その使用を国民に義務づけるものではない」という政府答弁がなされています。教会では信仰告白の表明としてキリスト紀元の西暦を用います。

問い　元号を用いる人が、天皇の支配などいちいち考えていないのではないでしょうか。

答え　その通りだと思います。でも４月号の「昭和の日」Q and Aと同じで、時代を一代天皇によって区切るという考えが問題です。日本の国は「天皇を中心とした神の国」（森元首相）とのことばに代表されるように、天照大神の子孫である天皇が、日本人のすべての時間も、歴史も支配しているという考えをする人が今でもいるのです。元号は日本は天皇を中心に時計が回っているという印象を、無関心な人々にも自然に体に刷り込ませる役目をしています。日本キリスト教会大会も「靖国神社にたいする国家の保護に反対する声明」を出した時、昭和42年と書いています。元号に対する意識が不足していました。その後,

靖国神社問題と取り組む活動の中で学んできたのです。
問い　「元号」は日本独特の文化だという人がいます。でも問題の根は深いんですね。

答え　元号は昔からあるし、日本の伝統で、廃止することは出来ないと思っている人がいるかもしれません。６世紀頃から21世紀迄の間、天皇一代で時代を区別する元号にしたのは明治からです。たかだか150年弱ですが国は敗戦まで徹底した皇民化教育を行ないました。しかし敗戦後に元号は法的に消えてなくなった時期があり、廃止する方向に動いていました。日本キリスト教会は1997年に元号法案が出されたとき、「皇位の継承があった場合に限り改める」とする「一世一元」の「天皇の神格化」の思想に抗議し、撤回を求めました。今も反対です。天皇が死去した場合、天皇を神とする霊が天皇に乗り移ると言う儀式を行って新天皇が皇位を継承します。日本の政治は2013年の参議院の選挙後、大多数となった与党の独走が予想されます。自民党は憲法の改悪を公言しており、憲法改正草案の中には、天皇を日本の国家元首にすると共に、「元号は、法律の定めるところにより、皇位の継承があったときに制定する」という言葉があります。天皇に神格を与え、元首に据えれば、かつての天皇制絶対主義の再現となります。国是の主権在民が反故にされ神格天皇が統治する道を容認してはならないのです。

神は天皇ではなく、「神である主、今おられ、かつておられ、やがて来られる方、全能者」(ヨハネの黙示録１：８)なるお方こそを唯一の神とわたしたちは告白します。

　　　　　　　　　　　　　　加藤正勝（滝川教会牧師　靖国神社問題特別委員会委員長）

＜ヤスクニ・ニュース＞

「国防軍」命令に従わなければ軍法会議で「死刑」か「懲役３００年」
 …石破幹事長の「軍法会議設置」発言…
　自民党は同党の改憲草案で、憲法九条を変更して自衛隊を「国防軍」にすることを掲げた。それに伴い、国防軍に「審判所」という現行憲法では禁じられている軍法会議（軍事法廷）の設置を盛り込んでいる。防衛相の経験もある同党の石破茂幹事長は、４月に出演したテレビ番組で審判所設置に強い意気込みを見せた。「死刑」「懲役３百年」など不穏な単語も飛び出した。

　「軍事法廷とは何か。すべて軍の規律を維持するためのものです」。4月21日放映の「週刊ＢＳ－ＴＢＳ報道部」。「憲法改正を問う」というテーマで招かれた石破氏は、持論を展開した。「国防軍」になると具体的に何が変わるのかと問われた石破氏は、「（改憲草案に）軍事裁判所的なものを創設する規定がある」と述べた。改憲草案九条二の五項には「軍人その他の公務員が職務の実施に伴う罪か国防軍の機密に関する罪を犯した場合の裁判を行うため、国防軍に審判所を置く」とある。続けて石破氏は、現在の自衛隊で隊員が上官の命令に従わない場合は、自衛隊法で最高でも懲役７年が上限であることを説明し、こう語った。「『これは国家の独立を守るためだ。出動せよ』と言われたときに、いや行くと死ぬかもしれないし、行きたくないなと思う人がいないという保証はどこにもない。だから（国防軍になったときに）それに従えと。それに従わなければ、その国における最高刑に死刑がある国なら死刑。無期懲役なら無期懲役。懲役三百年なら三百年。そんな目に遭うぐらいなら、出動命令に従おうっていう。人を信じないのかと言われるけれど、やっぱり人間性の本質から目を背けちゃいけない」
　こうした重罰を科すために審判所は必要で、石破氏は「公開の法廷ではない」と付け加えた。自民党のホームページにある「日本国憲法改正草案Ｑ＆Ａ」でも、国防軍審判所を「いわゆる軍法会議のこと」と説明、設置理由を「軍事機密を保護する必要があり、迅速な裁判の実施が望まれるため」と解説する。裁判官や検察、弁護側を軍人から選ぶことを想定。審判所が一審制か二審制なのかは「立法政策による」と記され、上訴ができるか否かは不透明。
　戦後日本は、戦前の軍隊のあり方自体を否定することから出発して現行憲法がつくられた。石破発言は平和国家日本のありようを根底から覆して、戦前と同様の軍事組織の立ち上げを意図している。歴史の教訓を反故（ほご）にするものである。（東京新聞7月16日）
安倍首相に警告（米紙社説）
　米紙ニューヨーク・タイムズは22日、参院選での与党圧勝に関して「日本のチャンスと危険」と題する社説を電子版に掲載した。社説は今回の選挙で安倍晋三首相の経済政策が支持されたと指摘。日本の重要な貿易相手国である中国を刺激する靖国神社参拝や防衛力増強などに突き進めば、「経済成長や政治基盤の安定を損なう」と警告を発した。
　また、首相に対して「選挙結果を歴史認識の見直しや中国に向けた強硬な発言、自衛隊の活動を拡大させる憲法改正といった考えに対する支持だと捉えてはならない」と釘を刺した。
（時事　7月23日）
	702号ヤスクニ通信 2013年8月11日
発行 日本キリスト教会
靖国神社問題特別委員会 

発行人 加藤正勝 　編集人 川越弘
印刷・発行　篠塚予奈（東京告白教会）
〒157-0061東京都世田谷区北烏山1-51-12

TEL＆FAX03-3300-6529


＜編集を終えて＞
自民党は参議院選挙で大勝した。これから自民党が公約とした「憲法改正」等を推し進めてくることであろう。この時にこそ日本キリスト教会が離脱した精神に堅く立ち、「現代日本の状況における教会と国家に関する指針」と「韓国・朝鮮教会に対して行った神社参拝についての罪の告白と謝罪」をさらに深く見つめ直して、キリスト告白の戦いをする時が来ているのではないか。（編集人）
